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１．避難場所までの避難経路を検討し、避難経路図の画像と、目印となる写真

を準備する 

・地震発生時に避難することになっている避難場所までの経路を、実際に歩い

て確認します。その際、避難場所までかかった時間を記録します（津波避難

マップに記載するため）。 

・避難経路上の、目印になる場所を５カ所ほど選び、写真を撮影します。（津波

避難マップに掲載するため）。 

・避難経路上に、地震で崩れる可能性のあるブロック塀や、土砂災害の恐れの

ある急傾斜地など、避難の妨げとなるものがあるかどうか確認します。あれ

ば、危険個所の位置を記録しておきます。 

・避難路が障害物で封鎖されることを考慮し、可能であれば、複数の避難路を

検討し、さらに、危険個所の有無などを踏まえて優先順位を決めます。 

・宿泊施設から避難場所までが入った地図データを用意し、パソコンで避難経

路を追加して、津波避難マップの素材となる「避難経路図の画像」を作成し

ます。 

（※地図データの用意や、避難経路の追加作業について支援等が必要な場合は、

市町または県の防災担当部署へご相談ください。） 

 

  

自動販売機は倒れてこないか 瓦は落ちてこないか 

 

 

ブロック塀は崩れてこないか  
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３．ひな形に、避難経路図の画像を貼り、避難経路を追記するとともに、目印

番号等の情報を追加する 

 

避難経路図の画像を選択して、右クリック→コピー 

 

 

Power Pointの「貼り付け」ボタンをクリックして画像を貼り付け 

 

※画像ファイルを PowerPointの画面内にドラッグ＆ドロップしても、画像の貼

り付けができます。 
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テキストを追加したい場所をクリックし、文字を入力する。テキストボックス

の位置を微調整する。（例では目印番号「⑤」を追加し、避難場所に配置した。） 

（※可能であれば、避難時に注意すべき危険個所なども、避難経路図が見づら

くならない範囲で、図や説明で示しておく。） 
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４．ひな形に、避難経路上の目印となる写真を貼り付ける 

 

目印となる写真を選択して、右クリック→コピー 

 

 

Power Pointの「貼り付け」ボタンをクリックして写真を貼り付け 

 

※画像ファイルを PowerPointの画面内にドラッグ＆ドロップしても、写真の貼

り付けができます。  
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①「縦横比を固定する」にチェックが入っていることを確認 

②「幅」に 5.4cmと入力し、「閉じる」をクリック 

 

灰色で示された写真の配置場所に画像を移動します。上下に余りが出るか、は

み出す場合は、トリミングで上下左右の不要部分を切り取って調整します。（高

さと幅の一方だけを変更すると画像がゆがむため、トリミングで切り取り→「幅」

を 5.4cmに合わせる、という操作をしてサイズを調整します。） 

（※高さが 4.2cmになるようにトリミングで縦横比を調整すると良い。） 

位置が決まったら、灰色部分を削除します。（図形を選択して、「DEL」キー） 
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写真の貼り付けとサイズの修正を繰り返し、目印の写真すべてを所定の位置に

配置します。 

 

それぞれの写真の位置がずれてしまった場合などには、複数の写真を選択し、

書式→配置から、適当な整列方法を選んで整列します。 

（※例では、上３枚を選んで、「上揃え」により整理している。このほか、上３

枚を選んで「左右に整列」して等間隔に整頓する、上下の２枚を選んで「右

揃え」あるいは「左揃え」により上側の写真に位置を合わせるなどすると、

見栄えが良くなる。） 
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５．写真に目印の番号と移動方向を示す矢印を追加する 

 

挿入→テキストボックス→横書きテキストボックスをクリック 

 

 

写真の目印の番号を入力。 

 

 

図形の塗りつぶしから、白色を選択。 
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横幅を調整し、図形の枠線から、黒色を選択。写真の左上に配置する。 

同様の作業を繰り返して、①～⑤まで、写真に目印の番号を付ける。 

 

 

 
挿入→ブロック矢印から、適当なものを選んで挿入し、移動方向を示します。 
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矢印を選択し、書式→図形の塗りつぶし・図形の枠線から、適当な色や枠線を

選択してデザインに合わせます。（クイックスタイルから適当なものを選んでも

良い。） 

  






